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「消費についてのアンケート調査」集計結果

～震災をきっかけに「足るを知る」、消費生活に満足を感じる人が半数超～

岡山経済研究所では、岡山県民の消費の実態・意識を探る目的で、半年毎に「消費につ

いてのアンケート調査」を実施しております。本アンケート調査では、収入の増減および

今後の見通し、消費の実態・満足度、今後の購入予定商品等のほか、今回は「節電」に関

する意識についても尋ねております。

＜今回調査のポイント＞

○ 消費生活の実感は 2006 年 8 月期以来 5年ぶりに満足派(54.3％)が不満派(45.7%)を上回る

○ 最近の収入は半年前と「変わらない」が半数を占めるも、今後は若干の改善見通し

○ 最近の消費支出は 3期連続で「増加」超ながら前回を下回る

○ 節電について、電力不足が解消されても取組む人は 6割超

Ⅰ．調査概要

１．調査期間 2011 年 8 月 9日～8月 10 日

２．調査対象 岡山県内在住の 20 歳以上の男女（学生を除く）

３．調査方法 インターネット調査（調査会社登録モニター）

４．有効回答数 512

Ⅱ．回答者の属性（単位：人、（ ）は％）

１．性別 ２．未既婚の別

総 数 男 性 女 性 総 数 未 婚 既 婚

（100.0）

512

（50.0）

256

（50.0）

256

（100.0）

512

（38.5）

197

（61.5）

315

３．年齢別

総 数 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳以上

(100.0)

512

（25.0）

128

（25.0）

128

（25.0）

128

（25.0）

128

４．職業別
総 数 会社員 公務員 自営業 ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ 専業主婦 その他

(100.0)

512

(41.0)

210

(5.1)

26

(7.6)

39

(12.3)

63

(19.3)

99

(14.6)

75

５．世帯年収別

総 数
200 万円
未満

200 万～
400 万円
未満

400 万～
600 万円
未満

600 万～
800 万円
未満

800 万～
1,000 万円
未満

1,000 万円
以上

わからな
い

(100.0)

512

(7.2)

37

(24.2)

124

(25.6）

131

(17.4)

89

(6.1)

31

(5.7)

29

(13.9)

71

注：四捨五入の関係で合計が 100％にならない場合がある
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Ⅲ．調査結果

１．現在の消費生活の実感

～5年ぶりに満足派が不満派を上回る～

現在の消費生活の実感は「ほぼ満足」が 49.4％と最も多くなった。満足（十分に満足＋

ほぼ満足）・不満足（やや不満＋かなり不満）に大別すると、満足派は 54.3％、不満派は

45.7％で、満足派が不満派を上回った。「満足」－「不満」は 8.6 ポイントと前回より 14.2

ポイント改善した。「満足」超は調査方法をネットアンケートに変更してから初めてで、店

頭アンケートを含めれば 2006 年 8 月期（5.2 ポイント）以来 5 年ぶり、06 年 2 月期の 9.0

ポイントに次ぐ水準となった。東日本大震災をきっかけに、自らの消費生活を見直し、「足

るを知る」べきといった自戒を込めたマインドに変化したと思われる（図表１）。

属性別にみると、年齢別では 40 歳代が「不満」超となったが、他は「満足」超となった。

世帯年収別では、400 万円未満は「不満」超となったが、他は「満足」超となった。特に、

800 万円以上は満足派が 7割以上を占め多い。一方、200 万円未満は不満派が約 8割を占め

た（図表２）。

また、前回と比較すると、年齢別では 50 歳以上、世帯年収別では 200 万円未満で「満足

派」が減少し「不満派」が増加したが、他の層は「満足派」が増加、「不満派」が減少した。
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図表１ 消費生活の実感の推移
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図表２ 年齢別・世帯年収別にみた消費生活の実感
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満足派の満足理由としては、前回と同様に「消費を特に切り詰めてはいない」（51.1％）、

「欲しいものは購入、所有している」（44.2％）の順に多かった。前回（各 59.1％、36.0％）

と比べて「消費を特に切り詰めてはいない」は 8.0 ポイント減少し、「欲しいものは購入、

所有している」は 8.2 ポイント増加した。

年齢別では、30 歳代を除き「消費を特に切り詰めてはいない」が最多となった。自由記

入欄でも「特に困っていないから」といった声が全体的に多かった。また、「震災などで自

分よりも苦労している方が多いから」と被災者を慮る声もあった（図表３）。
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図表３ 満足の理由（年齢別）

欲しいものは購入、所有しているから 消費を特に切り詰めてはいないから その他

(36.0)

(56.5)(38.7)

(5.0)(59.1)

(37.1)

(3.8)(53.8)(42.3)

(8.6)(65.5)(25.9)

(4.8)

(2.9)(60.0)

注：（ ）内は前回

不満派の不満理由としては、前回と同様に「生活費のために消費を切り詰めている」

（54.7％）、「欲しいものをなかなか購入、所有できない」（42.7％）の順となった。前回（各

50.0％、47.4％）と比べると、「生活費のために消費を切り詰めている」は 4.7 ポイント増

加し、「欲しいものをなかなか購入、所有できない」は 4.7 ポイント減少した。

年齢別では、30 歳代以下は「欲しいものをなかなか購入、所有できない」が過半数を占

めた。40 歳以上は「生活費のために消費を切り詰めている」が 6 割以上を占め、年齢によ

る意識の違いがみられた（図表４）。
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図表４ 不満の理由（年齢別）

欲しいものをなかなか購入、所有できないから 生活費のために消費を切り詰めているから その他

(3.9)
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(2.6)(50.0)(47.4)
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注：（ ）内は前回
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２．最近の収入の動向と今後の見通し

～半年前と「変わらない」が半数を占めるも、今後は若干の改善見通し～

半年前と比べた最近の収入は、「変わらない」（52.5％）とする人が半数を占めた。「減少

した」（37.3％）は前回比 0.6 ポイント増加し、「増加した」（10.2％）も同 1.4 ポイント増

加。依然、「減少した」が「増加した」を上回っている。

年齢別にみても「減少した」が「増加した」を大幅に上回っており、特に 40 歳以上は「減

少した」が 4割以上を占めた。年齢が高くなるほど「減少」超幅が大きい（図表５)。

今後の見通しでは、「変わらない」と見込む人が半数を占め、「減少する」（32.2％）が「増

加する」（11.3％）を上回っている。「減少」超幅は縮小しており、収入は改善が見込まれ

ている。また、最近の収入の増減別にみると、収入が「増加した」人と「変わらない」人

では、今後の収入見通しが「変わらない」が最多となっているが、「減少した」人では今後

の収入も「減少する」見通しの人が半数を超えており、前回同様、収入が「減少した」人

は今後の所得環境を控えめにみている（図表６）。
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図表５ 半年前と比べた最近の収入
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図表６ 最近の収入の増減別にみた今後の収入見通し
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３．半年前と比べた最近の消費支出

～3期連続で「増加」超ながら前回を下回る～

半年前と比べた最近の消費支出は「変わらない」が 57.6％を占め最多となった。「増加し

た」（24.4％）は前回比 3.3 ポイント減少し、「減少した」（18.0％）は同 0.9 ポイント減少

したため、「増加」－「減少」は 6.4 ポイントの「増加」超となり、3 期連続でプラスとな

ったものの、前回（8.8）から低下した。

年齢別にみると、20 歳代から 40 歳代では「増加」超となったが、50 歳以上は「減少」

超となった（図表７）。
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図表７ 半年前と比べた最近の消費支出

増加 減少 「増加」－「減少」 「増加」－「減少」（前回）
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（年齢別）（全体の推移） 「変わらない」
53.3％ 57.6％
↓ ↓
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消費支出が増加した人の理由としては、「進学・出産等特別な支出が必要になった」

（45.6％）が最多となり、次いで、「物価の上昇により生活費が増加した」（24.8％）、「欲

しい商品・サービスが出現した」（19.2％）となった。前回と比べると、「進学・出産等特

別な支出が必要になった」のみ（「その他」除く）が増加（4.8 ポイント）し、他は減少し

た（図表８）。

自由回答では医療費や子どもの教育費の増加、リフォームや家電製品の買い替えによる

支出増などがみられた。

消費支出が減少した人の理由としては、「収入減少」（69.6％）が特に多く、次いで「将

来必要な支出に備えて倹約」、「先行き不安が増加」（各 28.3％）が多かった。前回と比べる

と、「株価下落等により資産が減った」のみ（「その他」除く）が増加（2.7 ポイント）し、

他は減少している（図表９)。また、30 歳代は「先行き不安が増加」が 68.8％と最も高く、

「収入減少」が最も高い他の年齢層と異なった。

自由回答では世帯人数の減少や独り暮らしの解消などを理由とする減少があった。
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図表８ 支出が増加した理由（複数回答）（％）
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４．消費支出が増加・減少した費目

～選択的な支出費目を中心に、支出は抑制意識が継続～

図表１０の 16 費目についてそれぞれの支出の増減状況をみると、最近、消費支出が「増

加した」が「減少した」を上回り「増加」超となったのは 9費目、逆に「減少した」が「増

加した」を上回り「減少」超となったのは 7 費目となった。費目を①生活上必要な支出 9

費目と、②選択的な支出 7費目に分けてみると、「増加」超となる費目は生活上必要な支出

で多く、「減少」超となる費目は選択的な支出で多かった。

生活上必要な支出費目は「お中元・冠婚葬祭等交際費」（▲3.1 ポイント）を除き、いず

れも「増加」超となった。「増加」超幅は、「車等の維持費、交通費」（19.1 ポイント）が最

も大きく、また、前回と比べると「日用雑貨費」（2.0 ポイント）以外の項目は縮小した。

選択的な支出費目では、前回同様、「携帯電話、インターネット等通信費」（5.3 ポイント）

以外はすべて「減少」超となった。依然として「外食費など飲食費」（▲19.5 ポイント）、

「身の回り品費」（▲17.0 ポイント）の「減少」超幅が大きかった。

総じてみれば、選択的な支出費目を抑えようとの意識は根強いうえ、生活上必要な費目

でも抑制気味と、消費者は引き続き全般的に支出を抑えようとの意識が強い。
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(ポイント) 図表１０ 費目別の消費支出（「増加した」人-「減少した」人）
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②選択的な支出費目①生活上必要な費目
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５．最近半年以内に購入したもの

～「国内旅行」、「薄型テレビ」、「パソコン」が上位～

最近半年以内に購入（又は実施、以下同じ）したものとしては、「国内旅行」、「薄型テレ

ビ」、「パソコン」の順に多かった。上位２つは前回と同じである（図表１１）。

今後半年以内に購入を予定している商品では、「国内旅行」、「スマートフォン」、「海外旅

行」の順に多かった。「国内旅行」は年齢に関係なく予定している人が最も多い。「スマー

トフォン」は 30 歳以下で購入を検討する人が多い。これまで多かった「薄型テレビ」は、

地上波デジタル放送への対応が山を越えたため、購入する人は減少する見込みであるが、

40 歳代で 2 番目、50 歳以上で 3 番目に多くなっており、2 台目、3 台目の購入が進むと予

想される（図表１２）。
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11年2月 11年2月時に購入予定とした商品 11年8月 今後半年以内に購入予定

（％）

図表１１ 最近半年以内に購入したもの（2011年2月～11年8月）推移と、

今後半年以内に購入予定のもの（複数回答）

※今回調査より「スマートフォン」追加

図表１２ 今後半年以内に購入（又は実施）予定のもの（年齢別）

１位 ２位 ３位

20歳代
国内旅行
（28.1％）

スマートフォン
（8.6％）

DVDレコーダー・ブルー

レイディスクレコーダー

（7.0％）

30歳代
国内旅行
（24.2％）

スマートフォン
（9.4％）

パソコン
（7.8％）

40歳代
国内旅行
（25.8％）

薄型テレビ
（4.7％）

海外旅行
（3.9％）

50歳以上
国内旅行
（30.5％）

身の回り品
（7.0％）

薄型テレビ
（6.3％）

注：「あてはまるものはない」を除く
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６．「節電」に関する意識調査

～電力不足が解消されても節電に取組む人が 6割超～

3 月に発生した東日本大震災以後、電力不足の懸念などから「節電」への取組みが注目さ

れている。節電意識が高まり、様々な節電グッズが登場するなど、生活面、消費面におい

ても節電がキーワードになっている。そこで、岡山県内の消費者の節電意識や行動の状況

などについて尋ねた。

（１）東日本大震災後の「節電」意識の変化

～「以前から意識しており、今も同程度意識している」が約半数を占める～

東日本大震災により節電意識に

変化があったかを尋ねたところ、

「以前から意識しており、今も同

程度意識している」（54.1％）が最

も多かった。次いで「以前は意識

していなかったが、今は意識する

ようになった」（24.6％）が続き、

新たに節電を意識するようになっ

た人が 2割以上みられる。「以前か

ら意識していたが、今、さらに意

識するようになった」（12.3％）と

さらに意識を強めた人も 1 割以上

いた。

全体をみれば、現在、節電を意

識している人は約 9 割いる。しかし、年齢別にみると、30 歳以上では 9 割以上が節電意識

を持っているのに対し、20 歳代では 1 割以上が節電の意識がないといった違いがみられた

（図表１３）。

（２）「節電」に関連した行動の有無

～生活習慣を見直すが多い～

節電を意識している人に、震災後、節電を意識して行動

したかを尋ねたところ、「意識して行動した」（72.3％）が

4 分の 3 を占め、「意識して行動していない」（27.7％）を

上回った（図表１４）。

「行動した」人の具体的な行動をみると、「生活習慣の

見直し」（89.3％）が最も多く、身近なところから節電に

12.3

11.7

16.4

8.6

12.5

54.1

47.7

46.9

60.2

61.7

24.6

24.2

27.3

25.0

21.9

9.0

16.4

9.4

6.3

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20歳代

30歳代

40歳代

50歳以上

以前から意識していたが、今、さらに意識するようになった

以前から意識しており、今も同程度意識している

以前は意識していなかったが、今は意識するようになった

以前から意識しておらず、今も意識していない

図表１３ 年齢別にみた「節電」意識

意識し

て行動

した

72.3

意識し

て行動

してい

ない

27.7

図表１４ 「節電」行動の有無

（％）

（ｎ＝466）
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取り組む人が多かった。次いで、「暑さへの対処」（33.5％）、「利用する家電の減少」

（25.8％）の順に多かった（図表１５）。

89.3

33.5

17.8
25.8

4.7

0

20

40

60

80

100

全体 20歳代 30歳代 40歳代 50歳以上

電気を消す、高めの室温設定など生活習慣の見直し
涼しい服やグッズ、涼しい時間帯の活用など暑さへの対処
節電につながる商品の購入・買い替え
照明の間引きやテレビの使用台数減など利用する家電の減少
その他

図表１５ 具体的な「節電」行動 （複数回答）
（％） （ｎ＝337）

一方、「行動していない」人の理由は、「節電の効果があるかどうかわからない」

（44.2％）が最も多く、次いで「その他」（35.7％）が多かった。「その他」は、震災前か

ら節約し節電が習慣になっている人が 8割を占めた（図表１６）。

23.3

44.2

14.0

35.7

0

20

40

60

80

全体 20歳代 30歳代 40歳代 50歳以上

節電関連の商品の値段が高いから

節電の効果があるかどうかわからないから

面倒だから

その他

図表１６ 行動していない理由（複数回答）

（％） （ｎ＝129）

年齢別にみると、30 歳以上は、「節電の効果があるかどうかわからない」、「その他」が多

かったが、20 歳代は「節電関連の商品の値段が高い」、「面倒」との回答も多かった。

節電を意識している人に、節電を意識して購入した商品を尋ねたところ、「暑さ対策グッ

ズ」（35.9％）が最も多く、次いで、「扇風機」（27.6％）、「照明器具」（15.7％）が続いた。

年齢別でみても「暑さ対策グッズ」は最も多かった。「涼感衣料」（14.5％）は 40 歳以上で
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多かった。一方、商品を「購入していない」（32.6％）も多く、50 歳以上では最も多い項目

となった（図表１７）。

35.9

15.7

27.6

32.6

0

20

40

60

全体 20歳代 30歳代 40歳代 50歳以上

涼感衣料

暑さ対策グッズ（冷感タイプのマフラー・スプレー、冷却シートなど）

冷感寝具

省エネ家電（テレビ、エアコン、冷蔵庫など）

照明器具（LED電球、電球形蛍光灯など）

扇風機

インテリア用品（断熱・遮光シート、すだれ、すのこなど）

住居（二重窓などのリフォーム、太陽光発電システムなど）

ニガウリ、ヘチマなどの栽培セット

その他

購入していない

図表１７ 節電を意識して購入した商品（複数回答）
（％） （ｎ＝337）

（３）今後の「節電」への取組み

～今後も節電に取り組む人が 6割超～

今後の「節電」にかかる取組みつい

ては、「電力不足が解消されても節電

に取り組む」（66.8％）が最も多く、続

いて「節電意識はあるが、取り組まな

い可能性が高い」（14.1％）、「電力不足

が解消されるまで取り組む」（8.0％）

が続いた（図表１８）。

電力等の問題に関わらず、今後も自

主的に節電に取り組む人が多くみられ

るが、節電意識がありながら節電をや

めたり、取り組まないと見込む人も 2

電力不足が

解消されて

も節電に取
り組む

66.8
電力不足が

解消される

まで取り組
む 8.0

節電意識は

あるが取り

組まない可
能性が高い

14.1

今後も（今

後は）取り

組むつもり
はない

4.1

その他

2.1

わからない

4.9

図表１８ 今後の「節電」についての取組み

（％）

（ｎ＝512）
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割以上いる。

まとめ

以上、調査結果を概観したが、震災の影響や景気の持ち直しなどから消費生活の実感と

しては満足派が半数超となり、不満派を上回った。実感は上向き基調が続いている。

収入は「減少した」人が「増加した」人を上回っているが、「減少」超幅は前回より縮小。

このような中、消費支出は 3 期連続で「増加」超となったが、その理由をみると必要に迫

られた支出で割合が多かった。ただ、費目別にみれば「国内旅行」に出かけた人が多いこ

とから、家計を見直しながら楽しむ機会を確保するなどのやり繰りしている姿が想像され

る。今後の消費は、「足るを知る」という意識の広がりから、引き続き不要不急の支出を引

き締める姿勢は変わらないとみられるが、収入の改善見込みや景気の回復などから緩やか

に持ち直すとみられる。


